
なつかしさを感じる辰之の歌を味わう

高
野
辰
之
～
童
謡
の
魅
力
～

　豊
田
公
民
館
に
お
い
て
、
近
代
文
学
研
究
者
の

堀
井
正
子
先
生
を
お
迎
え
し
、「
高
野
辰
之
～
童

謡
の
魅
力
～
」
と
題
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
教

養
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　辰
之
の
生
い
立
ち
、
勉
学
に
励
ん
だ
若
者
の
頃
、

東
京
か
ら
遠
い
故
郷
へ
の
思
い
を
詩

に
の
せ
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
作

詞
し
た
尋
常
小
学
校
読
本
、
当
時
活
躍

し
た
二
人
の
歌
人
と
比
べ
た
故
郷
へ

の
熱
い
思
い
等
に
つ
い
て
、
ラ
ジ
オ
で

お
馴
染
み
の
優
し
い
語
り
で
分
か
り

や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　豊
か
な
自
然
の
中
で
育
ち
な
が
ら

学
問
の
道
を
志
し
、
日
本
の
近
代
文
学

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
国
文
学
者

の
高
野
辰
之
の
お
話
に
、
参
加
者
は
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　参
加
者
全
員
で
声
を
合
わ
せ
て
「
故

郷
」「
朧
月
夜
」「
春
が
来
た
」「
春
の

小
川
」「
紅
葉
」
も
歌
い
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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平成29年度 成人式のお知らせ
　平成29年度の成人式は、平成29年５月４日（みどり
の日）に中野市市
民会館を会場に開
催する予定です。
　対象者は平成８
年４月２日～平成
９年４月１日生ま
れの方です。

　
一
生
に
一
度
の
想
い
出
に
残
る

成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
11
月
か
ら
月
１
～
２
回
程

度
、
平
日
夜
の
会
議
に
出
席
可
能

な
方
。

内
容
　
中
野
市
公
民
館
と
協
力

し
、
成
人
式
の
企
画
運
営
や
当
日

の
受
付
、
進
行
な
ど
に
従
事
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
　
募
集
中

問
合
せ
　
中
央
公
民
館
☎
22

－

２
６
９
１

成
人
式

　
　実
行
委
員
募
集

平成28年度 成人式実行委員の皆さん

先生のやさしい語りに耳を傾ける受講生

中野市公民館報

12
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公民館の文化祭 中央・北部・西部・豊田

　中
央
公
民
館
は
、11
月
12
日（
土
）、

13
日
（
日
）
に
、
第
44
回
中
野
市
総

合
文
化
祭
「
文
化
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　文
化
展
は
中
野
市
文
化
芸
術
協
会

に
加
盟
し
て
い
る
、
芸
術
部
門
11
団

体
が
、
絵
画
、
写
真
、
華
道
、
書
道
、

短
歌
、
俳
句
な
ど
の
作
品
２
５
０
点

を
展
示
し
ま
し
た
。

　来
館
さ
れ
た
約
６
０
０
名
の
皆
さ

ん
は
、
作
品
の
鑑
賞
を
通
じ
て
、
芸

術
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
か
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　公
民
館
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
各
種

講
座
を
開
講
し
た
り
、
各
種
団
体
が

文
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
文
化

が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
な
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

中央公民館

　第
30
回
北
部
公
民
館
文
化
祭

を
10
月
22
日
（
土
）、23
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

　作
品
展
で
は
、
平
岡
小
学
校

と
平
岡
地
区
か
ら
書
、
絵
画
、

手
芸
、
写
真
な
ど
多
種
彩
々
な

作
品
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
他
に

も
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
各
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
、

文
化
祭
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　芸
能
祭
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

ウ
ク
レ
レ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
合

唱
、
琴
、
合
奏
、
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
な
ど
日
ご
ろ
磨
か
れ
た

技
や
芸
が
楽
し
さ
と
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
石
州
流
鳳
和
会
の
皆

さ
ん
が
提
供
す
る
お
茶
を
楽
し

む
方
々
や
、
綿
あ
め
サ
ー
ビ
ス

に
喜
ぶ
子
ど
も
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　北
部
公
民
館
は
開
館
30
周
年

を
迎
え
、
地
域
文
化
の
創
造
の

拠
点
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も「
来

て
よ
か
っ
た
ね
、
ま
た
来
た
い

ね
」
と
慕
わ
れ
る
公
民
館
活
動

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

北部公民館

継
承
さ
れ
る

　

 

地
域
文
化
の
粋

長丘小学校琴クラブ 琴合奏 平岡地区作品展

文
化
が
香
る

　
　
　元
気
な
ま
ち

好評だった中野華道会による「お茶のサービス」

書道、華道などの作品 250 点が展示されました
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　西
部
公
民
館
は
、11
月
５
日（
土
）、

６
日
（
日
）
に
第
26
回
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

　玄
関
で
は
安
源
寺
子
ど
も
会
の
皆

さ
ん
が
植
え
て
く
れ
た
、
パ
ン
ジ
ー

や
ビ
オ
ラ
の
花
が
来
館
者
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

　作
品
展
で
は
地
域
の
方
や
趣
味
の

団
体
が
作
っ
た
押
絵
、
生
け
花
、
写

真
、は
り
絵
等
様
々
な
作
品
の
他
に
、

高
丘
小
学
校
、中
野
平
中
学
校
児
童
・

生
徒
の
作
品
や
、
西
部
公
民
館
主
催

の
講
座
で
受
講
者
の
皆
さ
ん
の
作
品

が
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　６
日
の
芸
能
祭
で
は
、
三
味
線
の

演
奏
、
バ
レ
エ
な
ど
11
団
体
に
よ
る

多
彩
な
発
表
が
あ
り
、
日
頃
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
て
大
勢
の
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

点
前
茶
席
に
よ
る
お
も
て
な
し
や
分

館
協
議
会
特
製
の
綿
あ
め
や
カ
ー
レ
ッ

ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
で
し
た
。

西部公民館

　豊
田
公
民
館
で
は
、
第
12
回
豊
田

公
民
館
文
化
祭
を
10
月
21
日
（
金
）

か
ら
23
日
（
日
）
に
わ
た
り
開
催
し

ま
し
た
。

　文
化
祭
で
は
、
各
種
サ
ー
ク
ル
団

体
等
に
よ
る
作
品
展
示
と
体
験
交
流

広
場
が
併
せ
て
行
わ
れ
、
音
楽
祭
で

は
、
豊
田
地
域
で
活
動
す
る
皆
さ
ん

の
一
年
間
の
成
果
が
遺
憾
無
く
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
今
年
は
、
新
機
軸
と
し
て
、

「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
、
好
評
を
博
し

て
い
ま
し
た
。

　ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
研
究

か
ら
も
、
親
し
い
人
々
と
の
社
会
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
人
は
、
主

観
的
幸
福
感
が
高
く
、
健
康
面
に
も

よ
い
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
文
化
祭
は
、
正
に

市
民
生
活
・
地
域
福
祉
に
と
っ
て
意

義
が
あ
り
、
自
然
発
生
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
だ
け
で
は
生
ま
れ
に
く
い
、

社
会
的
な
紐ち

ゅ
う
た
い帯
を
つ
く
り
だ
す
は
た

ら
き
を
す
る
と
考
え
ま
す
。

豊田公民館

市
民
生
活
に
と
っ
て

　
　
　の
意
義
の
場

ロビーコンサート白バイ搭乗体験

音楽祭（豊田公民館和太鼓教室）

カーレットとは卓上のカーリングと呼ばれ
長さ360㎝幅 60㎝のカーレット台を使用して楽しみます三姉妹のかわいい舞踊

チェビーズの元気なチアリディーイング！！

地
域
活
動
の

　
　
　拠
点
と
し
て

～来てよかったね、また来たいね
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　新
幹
線
が
、
千
曲
川
を
長
野
市
か
ら
中

野
市
へ
横
断
す
る
高
架
橋
下
、
中
野
市
側

に
「
立た

て
が
は
な
ふ
な
ば
し
の
あ
と

ヶ
花
舟
橋
之
跡
」
の
標
柱
と
そ
の

説
明
板
が
あ
る
。

　千
曲
川
に
面
し
た
立
ヶ
花
は
、
古
く
か

ら
中
野
や
山
ノ
内
方
面
に
入
る
た
め
の
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
中
野
市

側
に
立
ヶ
花
城
が
、
向
か
い
側
に
手て

後ご

塚づ
か

城
が
あ
っ
た
。

　実
は
、
舟
橋
之
跡
と
あ
る
が
、
舟
橋
が

出
来
る
以
前
は
長
い
間
、
舟
渡
し
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
延
享

元
年
（
一
七

四
四
）
の
立た

て

ヶが

花は
な

村む
ら

絵え

図ず

に
は
、
こ
の
位

置
に
舟
渡
し
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。以
後
、

村
絵
図
に
記
さ
れ
て
い
る
舟
渡
し
は
全
て

こ
の
場
所
で
あ
る
。

　享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
六
月
の
飯い

い

山や
ま

藩は
ん

領り
ょ
う

内な
い

渡と

船せ
ん

入に
ゅ
う

用よ
う

仕し

様よ
う

帳ち
ょ
うに
「
立
ヶ
花

村
渡
船

　弐
艘

　こ
れ
は
新
造
の
節
、
大

工
扶
持
方
と
し

て
籾も
み

七な
な
ひ
ょ
う俵

宛ず
つ

取と

ら
せ
来き

た
り

候そ
う
ろ
う」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
立
ヶ
花
の
渡
し

舟
は
二
艘
あ
り
、
新
し
く
造
る
時
に
は
、

飯
山
藩
が
そ
の
費
用
を
扶ふ

持ち

米ま
い

と
し
て
負

担
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　ま
た
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
善

光
寺
地
震
で
は
、
渡と

せ
ん
じ
ょ
う

船
場
近
く
の
山
が
崩

れ
、
水か

主こ

の
家
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
と
の

記
録
も
あ
る
。

　人
馬
・
荷
車
の
交
通
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
た
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）、
舟
渡

し
に
代
わ
っ
て
舟
橋
が
架
設
さ
れ
た
。
大

正
十
四
年
（
一
九
二
五
）、
そ
の
舟
橋
も
、

下
流
へ
の
鉄
筋
の
永え

い
き
ゅ
う
ば
し

久
橋
架
設
と
と
も
に

廃
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　（寺
島

　正
友
）

　立
ヶ
花
区
は
中
野
市
西
部
、
高
丘
地
区

の
最
西
部
に
位
置
し
千
曲
川
を
境
に
、
長

野
市
豊
野
町
と
隣
接
し
て
お
り
「
立
ヶ

花
橋
」
が
両
市
を
繋
い
で
い
る
中
野
市

の
玄
関
口
と
も
い
え
る
地
区
で
あ
り
ま

す
。　立

ヶ
花
分
館
は
、
分
館
長
・
主
事
・

副
主
事
３
名
で
構
成
さ
れ
、
運
営
委
員

と
し
て
各
種
団
体
役
員
さ
ん
・
各
組
長

さ
ん
に
お
手
伝
い
頂
き
、
ふ
れ
あ
い
事

業
や
秋
祭
り
夜
宮
の
余
興
、
ふ
る
ま
い
、

敬
老
・
文
化
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

年
２
回
の
館
報
発
行
や
区
と
共
催
で
人
権

教
育
懇
談
会
も
開
き
ま
す
。

　８
月
６
日
に
ふ
れ
あ
い
事
業
と
し
て
、

穂
崎
神
社
境
内
に
お
い
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
を
行
い
、
区
民
90
名
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
炎
天
下
の

中
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
の
前
に
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
で
汗
を
流
し
た
り
、
子
ど
も
た

ち
は
拝
殿
で
、
高
丘
地
区
体
協
役
員
さ
ん

に
カ
ー
レ
ッ
ト
を
教
え
て
い
た
だ

き
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
初
め
て
体
験
す
る
ス
ポ
ー
ツ

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
す
ぐ
に
上
達

し
、
大
人
と
対
戦
も
し
て
い
ま
し

た
。　そ

の
後
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

は
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
盛
り
上
が
り
、

肉
や
飲
み
物
を
当
日
追
加
し
た
ほ

ど
盛
況
で
、
ふ
れ
あ
い
事
業
は
大
成
功
を

収
め
ま
し
た
。

　10
月
８
日
は
、
穂
崎
神
社
の
秋
祭
り
で
、

分
館
の
担
当
は
夜
宮
の
余
興
と
ふ
る
ま
い

で
す
。

　余
興
に
は
「
豊
田
ふ
る
さ
と
太
鼓
」
の

皆
様
に
来
て
い
た
だ
き
、
体
の
芯
に
響
き

渡
る
大
迫
力
の
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ふ
る
ま
い
の
お
で
ん
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
、
飲
み
物
は
す
べ
て
無
料
で
、
開
催
時

期
が
遅
い
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
地
区
内
外

の
子
ど
も
た
ち
も
沢
山
集
ま
り
ま
す
。
例

年
な
ら
寒
く
て
暖
房
が
欲
し
い
時
期
で
す

が
、
今
年
は
薄
着
で
も
良
い
よ
う
な
陽
気

で
、
締
め
の
ビ
ン
ゴ
大
会
ま
で
大
勢
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
年
度
の
分
館
行
事
も
残
す
と
こ
ろ
後

わ
ず
か
で
す
が
、
今
後
は
敬
老
・
文
化
祭

に
お
い
て
長
年
、
区
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
を
お
招
き
し
、
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
様
に
、
当
分
館
活
動
は
区
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
や
、
豊
富
な
経
験
・
知

識
を
持
つ
お
年
寄
り
が
皆
で
楽
し
め
る
様

な
活
動
を
心
掛
け
運
営
・
活
動
し
て
お
り

ま
す
。（

立
ヶ
花
分
館
長

　小
林

　定
司
）

立ヶ花分館

立
ヶ
花
の
舟
渡
し
跡

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

盛況だった夜宮余興
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今月の伝言板

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

中　央
公民館 公民館ギャラリー　水彩画展　中野みずゑ会　12月１日㈭～ 12月28日㈬

北  

部  

公  

民  

館

みんないきいき！
北部生きがい大学
(全10回シリーズ)
※第７回以降も随時お知
らせします

第４回　12月20日㈫
午後１時30分～３時
（内容）年忘れ落語鑑
賞会～笑って新年を迎
えよう～

北部公民館 中野市落語研究
会の皆さん

＜対　象＞中高年世代の方
＜定　員＞40名程度
＜受講料＞無料
＜申込み＞随時受付中

第５回　１月10日㈫
午後１時30分～３時

（内容）新春・邦楽のし
らべ～和と洋のアンサ
ンブル♪

北部公民館 ことの音会の
皆さん

第６回　１月17日㈫
午後１時30分～３時

（内容）世界の音楽と儀
仗奏楽の旅

北部公民館 楽狂老人KOBA
小林 正雄 さん

西

　部

　公

　民

　館

世代間交流事業
郷土料理に
　　　親しもう！ １月14日㈯

午前10時～正午 西部公民館

中野市食生活
改善推進協議会
顧問
原　　 楫 先生

＜定　員＞20名
＜材料費＞300円　　　　　　　
＜持ち物＞エプロン・三角巾
＜申込み＞12月12日㈪から

やしょうまづくり！

２月５日㈰
午前９時30分～正午 西部公民館

中野市食生活
改善推進協議会
顧問
原　　 楫 先生

＜定　員＞20名
＜材料費＞200円
＜持ち物＞エプロン・三角巾
＜申込み＞12月12日㈪から

豊

　田

　公

　民

　館

伝統行事 
ものづくり体験

（内容）どんど焼きに持っ
ていく、団子かざりをつくり
ましょう。

１月７日㈯
午前10時～11時（15名）
午前11時～12時（15名）

温泉公園
もみじ荘

信州中野ふるさと
交流団の皆さん

＜定　員＞30名
＜材料費＞100円
＜持ち物＞はさみ、エプロン、
お盆（団子をこねます）
＜締　切＞12月26日㈪まで

ねこ
はんてん
づくり

（内容）防寒着
「ねこはんてん」
を手縫いでつく
ります。

１月28日㈯
午後０時30分～３時30分 豊田公民館 中野友の会の

皆さん

＜定　員＞15名
＜材料費＞2,000円
＜持ち物＞裁縫道具
＜申込み＞12月８日㈭から
＜締　切＞１月20日㈮まで

講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/kouminkan/



中野市は、環境保全に関する普及啓発のシンボルとして、エコマークを使用しています。
この広報紙に使用している紙、インクは環境にやさしいエコマーク認定商品です。

　藤
華
流
藤
華
水
恵
会
は
中
野
市
を
中
心

に
北
信
各
地
域
か
ら
舞
踊
愛
好
者
が
師
範

の
指
導
の
下
、
日
頃
お
稽
古
、
舞
台
で
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　一
年
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
年

初
め
の
会
員
に
よ
る
舞
初
め
会
、
各
地
区

の
市
民
祭
、
文
化
祭
へ
の
参
加
な
ど
で
す
。

　人
生
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
時
に
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
で
も
気
の
合

う
仲
間
と
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
で
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
明
日
へ
の
活
力
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
今
後
も
芸
に
精
進
し
人
生
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

芸に精進しながら人生を楽しんでます

色づく花ミズキ／自宅庭で（宮澤　聰）

天高く／替佐（K-MITSUI）

お寺のイチョウ／真宝寺（ぶーさん）

　文化なかの編集委員会では、中野市内の花や季
節の写真を募集します。未発表で最近の写真に

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

限
4

ります
4 4 4

。
　氏名、住所、連絡先、作品名、撮影場所、花の名
前等を書き送ってください。匿名希望やペンネーム
掲載はその旨をお伝えください。随時募集！

〠３８３-００２５ 中野市三好町一丁目４番27号
☎22－2691
Ｅメール c-kominkan@city.nakano.nagano.jp

宛先

中央公民館

花と季節の写真 募集


